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I　はじめに

　分数は，小学生にとってなじみにくく，難しい，つま

づきやすい代表的教材である。その原因はいろいろと考

えられるが，主として，分数はいろいろな場面でいろい

ろな機能を発揮し，現実の生活にあまり利用されないか

らである。つまづきを少しでもなくそうと，教育現場で

は指導内容や方法にいろいろな工夫がなされ，実践され

ている。筆者白身も特に分数の機能にポイントをおいた

分数の指導体系を構築したいと念願している。そのため

には分数教育の歴史的変遷の考察をぬきにしては考えら

れない。なぜならば，それぞれの時代における分数の指

導体系を考察することにより，今後の分数の指導体系を

構築する際の検討する手がかりを与えてくれるからであ

る。たとえば，筆者自身がすばらしいアイデアとおも

い，試みようとする。ところがそのアイデアは既に過去

に試みられ，問題点が指摘され，棄てられたものである

ということがある。このような事実を知って試みる場合

と知らずに試みる場合とでは，その成果に非常な差が出

てくる。

　上の理由から，分数教育の歴史的変遷を，戦前戦後の

代表的教科書から概観することにする。

　分数の指導体系の基本となるのは，「分数の機能」の

取扱いであり，この取扱い方によって体系は異なる。具

体的な場面とのかかわりに応じて，分数はいろいろな機

能を発揮する。それらの機能を分類すると次のようにな

る。

　①　量分数

　連続量を等分割した分数で量の大きさを表わす。たと
　　　　　　　　　　　　　　1
えば，1刎を2等分した1つを　刎とする方法であ　　　　　　　　　　　　　　2
る。これは分割操作分数と似ているようにみえるが，あ
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くまでも「1を何等分した幾つ分」という意味で，「…

・の何分の幾つ」というのとは異なる。

　②　分割分数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　ある量を4等分したものの3つ分として，分数「「を

性格づける場合である。

　③　操作分数
　　　　　1
　「12刎の一…「はいくらか」といったような分数であ

　　　　　　　　　　　　1る。これは12÷3×1で，＿は÷3×1という操作を
　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　1表わしていて，量分数とは異なり一自体は大きさはな
　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　1い。「……の一」というように「……の」という語が
　　　　　　3
つくので「のつき分数」ともいわれる。

　④　商分数
整数ど／しの除法乞・・の商を分数÷ととらえる場

合である。数としての分数が確立される。

　⑤　割合分数

　二つの量A，Bがあるとき，AはBの何倍かというと

き，この何倍かという関係を割合という。Aが3，Bが

4とみられるとき，Bを基準1にとるとき，AはBの
　3
　　（倍）となる。このように割合でとらえた分数をい
、4

つo

　以上述べたいろいろな分数の機能や分数の四則が，教

科書の申で，どのように取扱れ，いかに変遷していった

かを，次の時代区分に従い考察することにする。

　（1）数学教育の建設時代

　　　1）　明治初期の教科書

　　　2）　明治10年代の教科書

　　　3）明治20年代の検定教科書

　（2）黒表紙教科書時代

（3）緑表紙教科書時代

（4）水色表紙教科書時代

（5）生活単元学習時代

（6）系統学習時代



2 分数教育の歴史的変遷

　（7）現代化実施時代

　（8）基礎・基本時代・

　国定教科書時代以外は，各時代にかなりの教科書が出

版されている。それらの教科書の中から1つの教科書を

代表的教科書として，筆者が選択し，その教科書で取扱，

れている分数の指導体系を考察した。そしてそれをその

時代における分数の指導体系の代表とした。そのような

取扱いが妥当であるか否かについて若干の疑間が残る。

なぜならば，それぞれの時代におけるすべての教科書にり1

接レ，総合的に判定していないからであ’る。＝　バ

■　数学教育の建設時代

（1）　明治初期の教科書

　明治5年の「小学教則」で分数は下等小学（4ケ年）

の教授内容となり，洋算の算術教科書として，

　　塚本明毅，筆算訓蒙，明治2年（1）

　が示された（2）。この教科書では分数の機能を次のよう

に述べている。

　r凡除法に於て，其實数既に除数よりも小にして，除

尽し難き者あり，若これを略し去て，加乗の法を行ふ時

は……其薮遂に還原すへからす，故に是を存して，分数

となし，以て加減乗除の法に施さざるを得す。是分数の

因て起る所なり，其分数を命するに分母分子の名あり，

分母は即除数にして，分子は其除尽し難き数なり，・

三を以て一を除するに，是を称して主分の一といふ。』

　すなわち，素数，合成数を不可除数，可除数と称して

説明し，これらの整数の除法で整除されないときに分数

が生ずるという’歴史的事実を述べたあと，分数の意味を

商分数の立場で説明している。

　分数め意咋ρ説明のあと，加分，蝉分，乗分，苧分と

称してそれらの四則の方法についての説明と例題があ

り，すぐにたくさんの計算問題や文章題が与えられてい
岩。

　たとえば，乗分の説明と例題を示女と次のとおケであ

る。

　r凡分数相乗するときは・其両分母両分子相乗せしも

の，即其得数なり，若これを約寺へきときは，其約数に

従ひて，是を記すへし，

　七分之二と九分之四と∴相乗すれは如何，

　　　　■L，4＿2∠4＝8
　　　　7　ハ　9■7×9　　63』
　この教科書は，幼学者を対象とすると述べているが，

文章の構成からして，和算から洋算へ切りかわる時代の

教師用書と考えられる。

　小学校の生徒に適した洋算の教科書が編集されていな

いため，文部省は洋算教科書を急いで刊行する必要にせ

まられて，次の教科書を出版した。

　　師範学校小学算術書　5巻明治6年（3）

　この教科書はアメリカ人スコットの指導のもとによる

ペスタロッヂの直観主義による教授法をとり入れた進歩

的な教科書である（4）。1巻は加算，2巻は減算，3巻は

乗算，4巻は除算・諸等数，5巻は分数であり，112

巻は2学年用，3巻・4巻は3学年用，5巻は4学年用

である。5巻の分数ぱ1～4巻とは異なり，絵入りの直

観主義による教授法はとり入れていない。

　この教科書の5巻の第　節で，分数の意味を次のよう

に述べている。

　『分数とは一個を等分の数個に分ち其一部分二部分等

の数をいふなり一個を等分の両個に分てば其一部分を半

分或は三分のrといふなり』

　すなわち，分割分数の立場で分数の機能をとらえてい

る。そしてテg具体的な例として，1個の果物を描㌧次

絵，十個の果物を二等分した絵を亨えている。

　5巻で砕入りはここだけ下ある。次の第二師で1ヰ，r

六個の三分の一は幾個なりゃ」といった「・…・・の何分の

何」｛いう操作分数の問題が16問ほど与えられてゼる。

　このあと第四節か：ら次のような順序でヵ数の甲則が与

えられている。

　四節　通分　五節六節加分　七節八節　減ヵ

　九節　乗分．．・・整数を以て分数に乗ずる法

　十節　　　　。分数を以て整数に乗ずる法一

　十一節　　　・分数を以て分数に乗ずる法・．

　十二節除分。整数を以て分数を除する法・

　十三節　∵。分数を以て整数を除する法．

　十四節　　　。分数を以て分数を除する法一，

　各節の述べ方は次のとおりである。、六節の加分をとり

上げみてみよう。

．まず最初に，「分数の分母互に同じからざるものは通

分の法に従ひて分母を互に通じて後ヵ子と分子キを相加

ふ」とい．う方法を示し，

「例　五分の二に八分の三を加牟れば拳許なりや」とい

っ牟例題を与え，

「2　．8　　16　3　，5　15．
　　　×㎞＝■■，一＾一■X　　　：一，　5　　　　8　　　　40　　　　8　　　　5　　　　40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　　　　　　16＋15＝21，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40」

と解答を示し，答として「四十分の三十一」と与えてい

る二とのあと例と同じょうな計算問題や文章題が多く与

えられている。’’．1　　’パ　　’■　　一

　このように実物の直観によって教授する立場から，果

sokyu
り1

sokyu
。＝　バ
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物の絵を用いて分割分数を説明したり“分子・分母に使

用ざれる整数はたかだか2位数であったづするなど，当

時としては珍しく近代化された教科書としで注目され

る。

　以上考察してきたよう、た，この当時の分数の指導体系

は，「分数の意味」．→「細分・通分」一→「分数の加減乗

．除」のコースで与えられ，’いずれの項目もまず一睡的な

説明を行い，次に例題をあげその解法を述べ，’最後た練

習間題を与えるという順序である。練習間題は二つの群

からなり，最初に計算問題，次に文章題が与えられてい

る。これらの教科書の述べ方はその後の筆算教科書の範

となるのである。

　学制令により，和算から洋算へと切り換えられたが，

当時，洋算を知る教師はほとんどいない状態で，筆算は

用いられず・＝明治6年に「教則中・算術は洋法算術とあ

れども，和算をも課するの意義にして，数学書等を似て

教授すべき」であることを揮達し，筆算と珠算との併用

を群めざるをえなジことになった（5），。

　（2）　明治10年代の教科書」

　明治14年め「小学校教則綱領」で分数は，‘中等科1年

・2年の教授内容として示され（6），この「教則綱領」に

準拠した教科書として，

．，小山苧小学筆算書．6苧明治1甲）

がある。

　小山健三はこの教科書の凡例の中で，数学教育の目的

を次のように述べている。

　「初め平易の方法を授け序を軍ひて漸く理論を及ぼす

こと緊要なり……算術は徒らに日常計算あ婁具に止まら

ず児牽の思考を葦成し且精神を堅固Kするの稗益あ，り」

　このような数学教育の目的幸牢め〒これに基づく教科

書を編集したことは注目すべきことであり，このような

教材観は今後のプつの流れをつくるので李る。

　分数は3巻で取扱れてわり，分数の機能としてまず第

一に⇒「凡そ物の全体を三ツの等き部ヵに別っ・ときは其

部分の一ツ牽三分の一（半分）と名く」と具俸物の分割

からとらえてい肩。そ．して備考にヅ分数は生徒の尤も了

解し易かちざるものたり故に専ら実例を示し反覆詳説せ

んことを要す」と注意が与えられ，実際に「二分の一」

を説明するのに1つの果物を半分にきった図が与えられ

ている。

　このよ二うな準備のあと，「分数とは全体を別てる等分

め一個1し／は数個をい汎十÷，｛ψ如き即

ち是なり」と分割分数の立場で分数を説明しでいる。そ

俊　　彦 3

し叶のr雌分母にして全体を・等分に別てるgと

を市またgは分子にして某の等有の・倍を市・，と

分母・分子を説明している。

　次に定則として，「分数は除法を示す分薮線は除号（

÷）に用ひたる線に外ならず而して分子は被除数分母は

除数分数の値は商数なり」と述べ，「商分数」を説明し

てい肴、。g？「商分数」の定義のあと，次の矧のよラ、な

分数9乗除を取扱っている・本卸は坤だ1ナではな

く・坤を心算とよび重甲トている1．，

　（例）　心算習練
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1i、
　　四†岬分丁蝉何　　、王

　（例）　45の1はい久らか
　　　　　　　7

　　　　　7i45　　　∵　H∵
　　　　　　　6　　3は残数

　　　　　　　　3
　　　　答　6－
　　　　　　　　7
　こあ例ば埠のつき分数」二の例であるふ

　以上みて妻たよらに，分数の指導体系ぱ1劣勧分薮あ

意味を撞解するための具休物の分割→分割分数→商分数

→操作分数→分数の四則というコ」スをとる。

　著者は，書物の中で次めような教授上の原則を記して

いる。　　　　　　．　し

　①初め平易な方法を授け，！’次第に理論に及ぼす。

　②　計算することのみ専念して理論をすてるようなこ

　　とがあってはなら栓い。

　⑧∴心算は教捜上欠＜べからざるものそあ名から，こ

　　れによって児童に数理を了解させるのがよい方法で

　　あヨる。

④・数学は原酷理解するととも午一これを記憶して

　　活用することが必要であるとし，答を出すことによ

　　ってだけ，算数の結果をみるべきではなし二㍉。

　この原則に従って，分数の指導体系も構築されてい

る。このような考え方は，・後の教科書に影響を与えるの

である。当時は「数学三千題」などめ問題形式の教科書

が流行していた時代であり，このような教科書が出版さ

れたことは注目すべきことである。

　当時，流行していた教科書として，

　　尾関正求，数学三干題，明治13年（8）

がある。この教科書は計算め習熟をめざした問題集のよ

うな教科書である。その凡例に次のようなことがかかれ

ている。

　「世の中には数多くの数学の書物がみられるが，・それ

らは問題め数が少く，初学の生徒は問題解法の術を活用

白在となるまで会得できない。そこで初学者が緊要であ

るとみられる間題三干題を選び，数技の活用を自在にす
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4 分数教育の歴史的変遷

ることができるようにするとしてこの書物を編集した。」

　このように応用白在になるためには，できるだけ多く

の問題を解かなければならないとしたのである。一例を

示すと次のとおりである。

　「五分の四より三分の二を減すれば幾何

　　　4212－105
　　　5　3i　15　i12」
　問題と解き方が示されているのみで，分数の意味や分

数の四則の計算の方法などの説明は何んら与えられてい

ない。ただ単に間題の解法を授けるということのために

作られているのみである。

　「教則綱領」では，筆算によらず珠算を教える方法を

認めていた。そのため明治10年代には，数多くの珠算の

教科書も出版されていた（9）。

（3）明治20年代の検定教科書

　明治24年の「小学校教則大綱」によって数学教育の目

標や教授内容が定められ，分数は高等小学校1年・2年

（5年・6年に相当）の教授内容として示された㈹。こ

の「教則大綱」に準拠して出版された教科書として，

　　竹貫登代多，高等小学筆算教科書4巻，明治27年が

あるω。各巻は次の内容が述べられている。

　1巻　整数　複名数　数の性質　分数上

　2巻分数下小数比例
　3巻　複比例　帰一法　連鎖比例　百分算

　4巻按分比例百分算和較法開方求積法
　各巻は高等小学校の各学年の教授内容と対応する。

　明治10年代の終りCろ大流行した「数学三千題」の幣

害を排除しようとして，寺尾寿の「理論算術」が提唱さ

れ，この当時「理論算術」が大流行した。この教科書は

その影響をうけている。この教科書の特色は次のとおり

である。

　①　日常計算に習熟させるための計算問題が多い。

　②多くの問題の解法を通じて，思想を精密にし，思

　　考力を酒養しようとする傾向が強い。

　全体としてみれば，間題集録という感が強い。

　1巻の「分数の意義」のところで次のように述べてい

る。

　「定義一　分数とは数基を等分したるもの，其一を以

て計へたる数なり。

（例）　数基を七ツに等分したるもの，其一ツを何と云

ふか。」

　すなわち，分数の意味を「分割分数」の立場でとらえ

ている。次に分母・分子について次のように説明してい

る。

　「定義二分数は分母と分子とより成るものなり。分

母とは数基を等しく分つ所の数にして分子と、は其一を集

めたる数なり、」

　このあとたくさんの問題が与えられている。

　分数の四則については，題目が与えられると全く何の

説明もなく，すぐに多くの計算間題が与えられている。

　たとえば，次のとおりである。

　「第一条　同分母分数加法及減法

　　問題第一左の問ひに答ふべし。

　　　　4　　2　　（1）T＋丁

　　申・÷・・÷・・÷

　　島3工。4＋5。⊥。2＋⊥。8⊥
　　　　　19　　　　　　　　　　19　　　　　　　19　　　　　19　」

　このような問題集形式をとり，明治10年代の教科書よ

り後退した感があるが，この教科書は生徒用であり，別

に教師用がある。明治10隼代の教科書は生徒用はほとん

ど出版されていず教師用のみであった。解説の部分は教．

師用にゆずっているため，このような問題集形式に至っ

たと考えられ，明治10年代の教科書とは単に比較できな

い。このような教科書の編集方針は黒表紙教科書にうけ

つがれていくのである。

　この生徒用の教科書からみると，分数の指導体系は，

分割分数→何の説明なく分数の四則計算練習→四則応用

間題というコースである。指導体系からみて，「日常の

計算に習熟」ということに重点をおいていたことがわか

る。

皿　黒表紙教科書時代

　明治36年に検定教科書から国定教科書となり，明治37

年に次の国定教科書が出版された。

　　尋常小学算術書　教師用4巻

　　高等小学算術書児童用4巻教師用4巻⑫

　この教科書は明治38年から使用されるようになった。

　この教科書が表紙が黒であるため，黒表紙教科書とよ

ばれている。黒表紙教科書は明治33年に示された「小学

校令施行規則」の算術教育の目的「日常の計算に習熟せ

しめ，生活上必須なる知識を与え，兼ねて思考を精確な

らしめる」にそって，編集されたものである㈹。

　明治38年から使用のはじめての国定教科書は，藤沢利

喜太郎博士の思想をほとんどとり入れ編集されたといわ

れているω。藤沢博士の思想は，r算術条目及教授法」（

明治28年），「数学教授法講義」（明治33年）の書物より

読みとることができる。それらの書物から主な主張をと
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り上げると次のとおりである㈹。

　①　算術は理論ではない。計算的熟練・綴密なる思想

　　の養成・実用的知識が目標である。

　②　ペスタロッチ流の直観主義をしりぞけ，数え主義

　　を強調した。

　③　「数学は数を論ずる学間にして量を論ずる学問に

　　あらず」と数学から量を追放した。

　これらの考えを基礎として藤沢博士は，分数について

次のように主張している。

　①　分数の加法については，「数え主義」の立場から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　整数の加法に帰着させようとする。たとえぱ一「十

　　」しは」」を単位にして，それの2個に3個を数え

　　7　　7
　　足すことであり，2＋3に帰着するという考えであ

　　る。

　②　分数×整数も，整数の乗法に帰着させようとす
　　　　　　　　2　　　　　2　　る。たとえば一×3は一を3個加えることであ
　　　　　　　　7　　　　　7
　　　　　　　2　　　　　2　　2　　2　　る。つまり　　x3＝＿十一十　　であると考
　　　　　　　7　　　　　7　　7　　7
　　えるのである。

　③　分数の乗法は，「各分母の分母の積を分母とし，

　　分子の積を分子とする分数を作ることである。」　と

　　規約して教えることを主張した。

　明治38年使用のはじめての国定教科書より分数の指導

体系をみてみることにする。

　第4学年で，小数の唱え方・書き方，小数の簡単な計

算が取り上げられ，高等小学1学年（5学年に相当）で

小数の加減乗除，高等小学2学年（6学年に相当）で分

数を取り扱っている。ここに昭和10年の緑表紙教科書が

出現するまで，小数が分数に先行するのである。

　第4学年の教師用で「小数の唱へ方」を授ける準備と

して，「何分の何という唱へ方」を次のように与えてい

る。

　「（何分の何という唱へ方）

　注意　何分の何とは幾つかに等分したるものを幾つか

集めたるものなること及び二分の一を半分，三分の一を

三分一（又は三が一）などいう唱へ方も授くべし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　10銭，1銭，1円，1丈，1尺，1斗，1升の　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　2　　3
　10　　10
　　　　1　　1　　2　　3
　　10の一，一，｝，一，……＝　　　　　」　　　　2　　5　　　5　　5

　上の述べ方からわかるように，分割と操作の両方の意

　　　　　　　　　　　　　1味をとり入れているが，1の一はO．1と小数を説明す
　　　　　　　　　　　　　10
るための1つの操作として取扱っている。分数そのもの

を間題としているのではなく，「10の二分の一」と操作
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する過程と操作された結果が「10の二分の一は5」とな

ることが問題とされている。

　明治40年の義務教育年限の延長により，国定教科書は

第1回の修正がなされる。1これにより，r尋常小学算術

書」は1学年・2学年の教師用二冊，3学年から6学年

までの児童用四冊，教師用四冊となり，高等小学校は教

師用，児童用各二冊となった㈹。

　このとき，児童用には主要な定義，計算の規則は省か

れ，例題や問題をのせた問題集の形式となり，主要な定

義や計算の規則などは教師用にかかれるようになった。

　しかし編集方針は基本的には変らない。

　第1回の修正の国定教科書6学年児童用で，「分数の

意義及び書方」で分数の意味を次のように述べている。

　「　（分数の意義及び書方）

　　1　　　　　　　　　2
　　丁二分の一　　て「三分の二

　　1　　　　　　　　3
　　■…「三分の一　　　5五分の三

1

1　　　　　　　　　1

1　　　　　　1　　　　　　1

3　　　　　　3　　　　　　3

　　　　三
、、〆！‘3一’．’’、・一・一、、

　　　　3、、、“．．．呈．．．．1・’’

　’‘‘一一‘一‘一．．・一一、、．3
！　　　　　5　　　　、、

’、一．．3一一．．、！’’

　　　百

図1

　（1）次の分数を書け

　　　六分の一　七分の五　十分の七　百分の五十三

　　　二分の二　五分の九

　（2）次の分数を読め

　　　7131004　518
　　　918121423　（3）次の結果を分数にて言へ

　　　1÷5　　　1÷24　　1÷60　　1÷100　　1÷6×5

　　　1÷12×7　　　1÷20×23　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　この与え方からみて，4学年における場合と異なって

分数を操作ではなく，分数とは1を幾つかに等分したも

のの幾つかを集めたものであるという「1の等分割分

数」，r商分数」など，数としての分数としてとらえてい

ることがわかる。また線分図を用いて，分数の意味を説

明していることは注目される。

　分数の乗除は，6学年の児童用で次のように示されて
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いるo　　　　　　　　　　　；二，．、

　　「　（分数の乗法，其の二）　　　1　　．1

　　　　　2－　　4　，1
　　例　■「に5　を掛くること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　い・
　　　　2、一4　　2　　　一，　　2
　　　一，×　　　＝’一5×4＝　　　　　y4　　　　3一一戸、3∴．．、3、予一5ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2×4　’8
　　　　　　　　　　　　　　　　’ガ3＝×5　，15　’

　　て1）い次の掛算を為せ

　　　　1．1⊥、ζ2⊥。2j工★7
　　　　2393439，15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　．　　　　（・数岬法・．其の二1．，、、、

　　　　　5　　　2　　・例一「「を一喜丁にで割る亡1ど一

　　　　5　2　5，3　5×ポ・
　　　　7　　3－7へ2　　7×2
　　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　＝1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　14

　　（1）次の割算を為せ

　　　＿＿…≡…＿＿．1　5↓2　4，8　10．5

　　　　3’4615・・1・7’τ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　この述べ方からわかるように，分数の乗除について

は，ほとんど意味説明がなミれず，問題集の始く計算練

習が与えられている。

　以上，はじめての国定教科書，第1回修正の国定教科

書における分数の指導体系を考察してきたが，先に述べ

たような藤沢博士の思想が反映されていることが認めら

れる。

　この時代における分数の指導体系は，小数を授ける準

備としての操作分数一→「数としての分数（分割分数，

商分数）」⊥一＞規約的な分数の四則言十算丁→分数の四則

応用問題というコースとなり，こρような指導体系は昭

和10年の緑表紙教科書の出現まで続くのである。

　国定教科書の第2回の修正は大正7年から大正13年に

わたっておこ牟われた㈹。この修正にょり「数学教育改

良運動の精神」や「新教育思想」の精神が微温的ではあ

るがとり入れられた㈱。・

　第3回の修正は，一大正14年から昭和3年にわたって行

われた⑲。これは，大正13年から0）メートル法の実施に

よるものであ一る。メ」トル法は尺貫法と異なって，諸等

数の複雑な計算を必要としないため，もあうて，・16二学年で

教授されていた分数は5．学年に移った。

　第3回の修正国定教科書4学年児重用㈱では，「小数」

のところで次のように述べている。

　「　■小数

　　　〔唱べ方書き方2〕　　’　　　　　　　’“

　　（1）次の数の2分の1は何か

　　　　6∵一8㌧・10142036F50100
　　（2）次の数の3分の1は何か、∵1

　　　　・6　　　9一　・15　・＝24‘→30’．51　．72　　150

　　（3）次の数の3分の2は何か

　　　　6　91830パ・36・48’60120．　一」

　この述べ方からわかるように，小数を授ける準備とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　，1で分数の唱へ方・書き方を授けている。＝丁とか3と

いう数としての分数を問題にしているのセはなく，「操

作分数1」としての機能を問題とこしているのである。ごの

取扱いはダ先に述べたはじあての国定教科書と同じであ

るb

　同じ教科書の5学年児童用㈱では，分数の意味を次の

ように述べている。

　「　1皿　分数

　　　〔意義〕

　　（1～次の数は何といふ数か

　　　1を12に等分した数

　　　1を9で割った数

　　　1を35等分して之を23集めた数

　　（2）次の式の答を分数でいえ

　　　1÷8　　　1＋24　　1二…一67　　1＋100　　1÷5×4

　　　1÷13×71÷36×55　　，　　　」
　この述べ方からみて，4学年における塩合のように，一

分数を操作では狂く∵「1の等分剖分数」i「商分数」b

立場でとらえ，数としての分数を強調’し亡いる。この取

扱いは，先に考察した第1回修正の国定教科書g場倉と

ほとんど同じである。

　第3回の修正国定教科書における分数の乗除の取扱い

は，第‡国の修正の因定教科書のそれと同じ、亡，規約即

に取扱っている。

1V　緑表紙教科書時代

　黒表紙教科書の批判に対し，文部省は塩釦直道を巾心

として国定教科書め編集にとり之み，昭和10年から新し

い国定教科書が使用されるようになった。この教科書㈱

は表紙が緑色であったため，緑表紙教科書とよばれてい

る。この教科書は，教師用書の凡例にみられるように，

「数理思想を開華レ，日常生活を数理的に正しくする

よう指導すること」を目標として編集されたもめであ

る㈱。iこ机は，「世界的な数学教育改良運動の精神」，「

新教育思想の精神」Jに，そったものである．といえる。これ

までの国定教科書は，r日常の計算に習熟」，r生活上の

必須なる知識」，「思考の精確」にそって編集されていた
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が，それらと比較すると大きな差異がある。

　緑表紙教科書の内容の提示の仕方は，従来の国定教科、

書とはずい泰ん異なり，塩野直道が次のように述べてい

る鈎。；、　　　　．　　‘　　　　’’　　　1　’；’1　一ぺ　、

　Φ≡内容選択の基準

　　一．生活上の必要　　　一　　　　　一’イ

■＾；L．数理思想の発展に役立つもの

　　一．児童の心理技能に適応する二もの

　②杓容の系統．　　　　〆’∵

　　論理系統に生活系統を加味し，あわせて心理発展の

　　段階に合致させる。．、　　　　　ト

Iまた，緑表紙教科書を詳しく研究しでいる高木佐加枝

は次のように述べてい；る㈱ゼ

　「指導内容ぽ生活実践の必要と数理認識の可能から1

価値1ありと認められたもδを精選し，児童の能力を考慮

しで，直観から理論へ，具体から抽象へ，単純なものか

ら複雑なものへ，基礎的な事項の指導から応用へ，特殊

から一般へ，個々の観察から公式とか法則へと，このよ

うな方法原理をとって指導するように配列されたのであ

る。」

　このような考え方から，分数の指導体系は次のように

示された㈱。

　2学年　量を比較することから倍の観念を導入し，進

　　　　んで数を倍することの意義を明らかにし，，．あわ

　　　　せて，その逆として，いくつかずつに分けるこ

　　　　と，および幾つかに等分することの意義を明ら

　　　　かにする。

　3学年　分数の基礎観念を与える。

　4学年　分数の適用される実際の場合を考察させ，．そ

　　　　の観念を明ちかに’し，簡単な加減を指導し，進

　　　　んで分数と小数の関係を知らせる。’一

　　　　　約分・通分を指導し，’’異分母分数の加減，お

　　　よび分数に整数を掛けること，分数を整数で割る

　　　ことを取扱い，分数の適用をはかる。

　5学年　分数を掛けること，分数で割ること。

　黒表紙教科書では，藤沢博士の思想にもとずき，小数

は分数より先行して教授されていた。ところが，この教

科書では，分数の乗除の指導した後で，小数はすべて分

数に直して考えられる・という立場から，分数計算のあ；と

で，小数の乗除は指導さ二れるように三なった。すなわち，

小数は分数の特別な場合と考ネるのである。

　実際に，．分数はこの教科書でどのように取扱れている

かみることにする。…　　　．㍗

　低学年の教科書セ，分数の導入の準備として，具体物

の分割を次のように述べている。

　「おかあさんが，ふたり下た↑なさいと．いって，大き

なまんじゅうをくださいました。まんじゅうは一ツしか

ありません。どう’しますか。」　二　、

　千k千3学年では，幾何図形を用いて，分数の機熊を

次のように導入している。

　r　〔分数〕、、

　　4の半分はいくつですか。　　　　　・　・，

　　2の半分はいくつですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　・1の半分を「二分の一」．といって・これを丁と書

　きます。ガ

図2

　　・の四半分を・四分の一・と／）らて印を十と書

　きます。1と」Lとを，上のやうに図に書いてごらん
　　　　　　　4
なさい“は・何と読みま女か・毛れ1ま何のgとで

　　　　　　　1　すか。1と一一とを，上のやうに図に書いてごらん
　　　　　　　8
　なさい。」

　こうして黒表紙教科書のようなr6の2分の1」とい

った操作分数からの分数の導入は排除され，まず最初に

具体物の分割から入り，次に円，正方形，長方形などの

幾何図形を用いて「ゴの等分割」という分割分数から，

分数が等入亭㍗る？である。二「・の・分の・・とい．うよ

1な操作分数岬叶ぐ分数の乗除のあと1呼芦れ

るのである。

　「1の等分割」という分割分数の立場で分数が導入さ

れたあと，割合の考え，商分数，演算と流れていくので

ある。

　4学年の児童用で「剖合分数の考え」を次のように取

扱っている。

　「七人で或畠の芋取をします・一人がどれだけするこ

　とになるでしょう。二人ではどれだけすることになる

　でしょう。五人ではどれだけすることになるでしょ

　う。

　　　1
　　　「rの三倍は何ですか。

　　　6　　　1
　　　’は　　の何倍ですか。
　　　7　　』7
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　　　4
　　　r「は何の四倍ですか。

　　　4　　5
　　　「「と7はどちらが大きいでしょう。　　　」

　何倍かという関係でとらえているので「割合分数的」

に取扱っていると考えられる。

　次に同じく4学年の児重用で，「商分数」を次のよう

に述べている。

　「　〔分数と小数〕

　　（5）ようかん四本を五人に等分すると一人がどれだ

　　　けになるでしょう。4を5で割った数を分数でい

　　　ってごらんなさい。　　　　　　　　　　　」

　黒表紙教科書では，計算→応用間題といった指導方式

をとり，分割分数や商分数の説明は元下り式に与えられ

ていたが，今ままでみてきたように，生活場面の間題を

まず第一に導入問題として与え，指導しようとする内容

を考えさせるようにしているのが特徴である。

　分数の乗法については5学年の児童用で次のように取

扱っている。

　「　次の間題を式を立てて解け

　　一米一円二十銭の絹布がある。

　　け）三米の価は幾らか

　　（p）三米半の価は幾らか

　　り　三分の一米の価は幾らか

　　（：）三分の二米の価は幾らか

　　　　　　　　1
　　　　　120×一＝120÷3　　　　　　　　3

　　　　　　　　2
　　　　　120×　　　　　＿120－3　×2
　　　　　　　　3　　　’　一　　　　　　　　」

　黒表紙教科書では，「分数に分数をかけると峠全く規

約なり」という藤沢博士の思想にもとづき教授されてい

たが，この教科書では分数をかけるということについて

の意味づけをおこなった。すなわち，整数の乗法が適用

できた間題を分数の乗法も適用させるという「形式不易

の原理」を採用し，分数をかけるということを意味づけ

したのである。

　分数×分数については，整数×分数を取扱った後であ

るからそれと同じ方法でやればよいとして問題のみ示し

ている。

　以上述べてきたような操作分数の排除，分数をかける

ことの意味づけを，5学年教師用で次のように示してい

る㈱。

　「従来，「分数に分数を掛けるとは，その数の分数を

求めることである。」として，冒義つけしたものである。

　　　　　　2例へば「12×て■は，12の三分の二を求めることであ

る。」　とするわけである。ところが，「12の三分の二を

求める」といふ意味は，「12を3で割ったものを二つ集

める」という意味に外ならず，このときの「三分の二」

といふものは，「分数」ではなく「働き」である。

　これを一般的に，或数の分数を求めることといふよう

に表わすと，「分数」と「働き」とが混合するおそれが

ある。かように混同して用ひることは，分数の観念を不

明瞭にし，分数を実際に運用する上に支障をきたす原因

ともなるから，これまでは，「或数の何分の何」といふ

ような働きを表わす言葉は用ひないで来たのである。

　次に分数を掛けることの意義づけをするのに，「或る

数に分数を掛けるとは，その数の分母の数で割ったもの

に分子の数だけ集めることである。」と定義する仕方も

ある。しかし，この定義では，掛けるといふ方法は明ら

かになるが，最初からかやうな定義を押しつけたので

は，分数を掛けるといふことを考えなくてはならぬ理由

が明らかにされない。3で割って2倍するといふ代りに

2一一を掛けるといふのであると解せられやすい。そこで
3

分数を掛けるといふことを考える意義を認めさせ，次に

は，それをどうすることであるかを知らせなくてはなら

ぬ。

　そこで，整数の掛算を要する実際の場合から，これを

分数の場合に及ぼし，分数の場合にも，「掛ける」とい

ふ考え方をとることによって，整数，分数が1つの形式

に統一される所に有利さを認めさせ，桂膜を導入するこ

ととしたのである。」

V　水色表紙教科書時代

　昭和16年の国民学校令により，小学校は国民学校とな

り，教育も著しく戦時下の教育へと傾いていった。

　算術は，理数科算数と名をかえ，昭和17年から19年に

わたって次の国定教科書（水色表紙教科書）が発行され

た㈱。

　カズノホン　1学年・2学年用　児童用・教師用各学

　　　　　　年2冊

　初等科算数　3学年～6学年用　児重用・教師用各学

　　　　　　年2冊

　水色表紙教科書は，国民学校の理数科算数の目的，「

皇国の道に則り」，「皇国民の練成をなし」，「合理創造精

神の一面としての数理思想の酒養」にそって編集された

ものである㈱。この教科書の内容，程度は，緑表紙教科

書のそれらと大差なく，編集方針は，緑表紙教科書のそ

れを踏襲している。ただ理科との関連を重視して編集さ

れているため，「高さ」，「勾配」，「力」，「斜面」などの

力学的教材がとり入れられている。
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　戦争の激化に伴い，学校数学もその機能をはたすこと

ができなくなり，この教科書に対する教育実践は貧困な

ものとなり，敗戦を迎え新しい制度へときりかわるので

ある。

　分数の指導体系，内容，程度は，ほとんど緑表紙教科

書とは変らない。特徴と考えられるのは，積極的に線分

図やテープ図にあたるものを活用していることである。

　たとえば，「初等科算数五」の「約分・通分」のとこ

ろで，次のように取扱っている。

　「　〔約分・通分〕

　　　　　　　　　　　1
　　（2）下の図を見て，「…．に等しい分数を見つけよ。

　　　1　　　　　に等しい分数を見つけよ。それでどんなこと
　　　3
　　　がわかるか。

　　　　　　　　　　図3

　　1　　，　　　　4
　　「「をどうすると8になるか。

　　2　　　　　　　　1
　　「rをどうすると一…「になるか。　　　　　　」

　これは，現在の分数表をつくって同値分数に発展する

内容に相当する。

　続いて，次のような例も示されている。

　「（6）春枝も花子も，同じ長さのテープをもらった。春

　　枝は三分の一だけ，花子は六分の一だけ使った。ど

　　ちらの残りが多いか。その差は，もとの長さとどれ

　　だけか考へよ。

図4

」しは何に等しいか。

3　　6
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　テープ図に相当するものを示して，文章題の解決を助

けている。

VI生活単元学習時代

　終戦後の学制改革で，「6・3・3・4制」が実施さ

れ，国民学校は小学校となり，昭和22年にr学習指導要

領算数科・数学科編」が出され，同じ年に算数教科書「

さんすう一」（1学年用），「さんすう二」　（2学年用），

「算数三」（3学年用），算数四学年用一六学年用」（上

下各2冊）が発行された㈱。これは最後の国定教科書で

ある。昭和22年の「学習指導要領」で分数の指導体系は

次のように示された釧。

　　3学年　単位分数の意味を理解し，分母が同じであ

　　　　　る分数について簡単な加減法をすること。

　　5学年　整数や分数について倍数関係を明らかにす

　　　　　ること。

　　6学年　分数の四則計算の意味を明らかにし，計算

　　　　　したり，それを用いたりすること。

　3学年用の教科書，「算数三」では，分数を次のよう

に導入している。

　r　〔分数〕

　（1つのパン，二等分したパン，四等分したパンなど

　の3つの絵が与えられている）

　　まるいパンを，同じ大きさに，分けようと思います

　　　まず二つに切りました。その一つはもとのパンの

　　どれだけにあたりますか。

　　　一つのものを，同じ大きさの二つに分けた一つを

　　　　　　　　　　　　1　　「二分の一」といい「一」とも書きます。
　　　　　　　　　　　　2
　　　次にまた，二つずつに切りました。いくつに切れ

　　ましたか。その一つは，もとのパンのどれだけとい

　　えばよいでしょう。

　　紙で円を切りぬいて，上と同じことをしてごらんな

　さい。

　　次の形を二つずつ紙にかいてその二分の一，四分の

　一をくろくぬりなさい。

　　　　　　　　　図5

　下の図で，左のコップの水を右のコップに二分の一

や四分の一ずつ入れた図をかきなさい。

　4刎の二分の一は何メートルですか。また四分の一
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　は何メ…トルですか6

　　　　　1
　　40の「「はどうですか。

　　　　　1　　　　　　　1　ポ　　’、巨．　　㌧
　　42の一§一はどうですか。

　　　　1’1　　　　　　　　、．　渋．…
　　96の㍗どうです机．　、㌧．．｛

この不し砂ら叫るよ引と1一具体卯命割坤入っ，

てい肴がすぐに緑表級数科書が排除しでいた操作分数を

もぢ印†る・。

昭和・・年…・算蝉学科指導内容一砕・。が発寿さ

外これによって算数の指導内容は1学年ずつさげら
れ，24年には「1年ずつ足ぶみ」という措置がとらわ存

のであ孔こg「指導内寄r覧表」にもとづく4学年用
の教科書「小学生のさ；んすラーが昭和24年出版された。

ここに昭和22年に出版された最後の国定教科書は廃止さ

れ，検定教科書のモデルとよばれる教科書が出現したの

である。

　「1年ず？足ぶみ」ρおこなわれた24年の教科書は，

4学年は新しく出版された．「小学生のさんすう」であ

り，他の学年は，22年に発行された国定茸科書の表紙の．

み変更されたものであった。すなわち「さんすう一」は

表紙のみ「さんすラニ」一と喚めて2学年用とし，「さん

すう二」も同じように「さんすう…」となっ牟。5学

年，6学年用も同じで1あった㈱。

　「小学生のさ！しすう」の巻頭に「この青物を用いられ

る先生方に」として次のように編集の主旨，算数教育の

目標が述べられている臼弘。

　「（従来の算数教育は）生活との関係がほとんど無視

　　されたという欠点が次第に明らかにな？てきた。そ

　　れにかわって，こ・こに新しく，社会的に有用なもの

　　としての算数指導でなければならないという考え方

　　が強調されてきたぺ……・…・…

　　　算数指導の目標　目標の一つは，数についての基

　　礎的な概念を理解さ茸るこ．とである。しかし，これ

　　だけでは，子供の生活を指導するζとにはならない

　　そこで，他の一つの目標として，社会の要求や活動

　　を子供の中に見出し，それらについての適当な資料

　　をもとにして，正しい判断ができるようにすること

　　があげられる。数の基礎的な概念についての理解

　　も，算数の杜会的有用性の立場にたってはじめて意

　　義があるといえる。

　　　この上にたって指導されてこそ，その算数指導が

　　真め生活指導どなるのである。　　　　　　　　」

以上，算数指導の目標を「数の基礎的概念の理解」と

r子供の生活指導」め二つをあげているが，r社会的有

用性」の立場にたった指導こそ最高の目標としている。

　ここに生活単元学習のレールがしかれるのである。

∵昭和26年に，「小学校学習指導要領一・算数科編」，「中

学校・高等学校学習指導要領・数学科編」が出され，昭

和2誉年の「指導内容一覧表」以来すすめられてきた算数

・数学教育の生活単元学習のカリキュラムは一応完成す

るのである。この指導要領の内容は，昭和23年の「指導

内容一覧表」とぽとfんど一致する。

　学習指導要領㈱，この当時甘版されだ教科書㈱より，

分数の指導をみてみることにする。

　学習指導要領の1学年の指導内容には，「具体的な経

験をとおして，分数の概念の理解を伸ばし始める」と述

べられ，教科書では，具体物の分割を通して，「はんぶ

ん」などが導入されている。，2学年の教科書では，1学

年の経験をもとに，「二分の一」，「四分の一」といった

観念を与えている。分数の萌芽が1学年から取扱れてい

るのが特色である。

　4学年の教科書では，「単位分数」を次のような除法

と結びついた「操作分数」的方向から導入している。

　「　たかしくんの新聞

　　たかしくんは　夏休み中のことぜんたいを新聞にか

　こうと思いました。たかしくんの考え方を聞きましょ

　う。

　　（1）たて32㎝，よこ246肋の長方形をとる。たての長

　　　さを8つにくぎる。1くぎりの長さは何6吻になる

　　　でしょう。

　　　　　326吻÷8二［二ニコo吻

　　（2）この長方形を八つに分けた一つの大きさを，分

　　　数では何といし）ますか　　　　　　　　　　」

　　　　　1　「葦2あの■■は32÷8」と操作分数的に取扱い，単位

分数を導びいている。

　このあと，次のように商分数を述べている。

　　　3．　「例）4にはつきの二つの考え方があります。

　　　　1　　①＿が3つ集まったもの
　　　　4
　　②3を4でわったもの　　　　　」
　　　　　1　単位分数て■の3づ分の大きさと同時に商分数を取扱

い，小数を分数に直すことに重点がおかれている。

　5学年の教科書では，小数は特殊な分数，分数の小数

化，小数の分数化を扱って後，「分数は三つの量の大き

さの割合を表わす」という「割合分数」を次のように取

扱っている。

　「年　賀　状
　　お正月が近づいたので，郵便局亡は，年賀郵便の受
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けをはじめました。，1あきら止くんのおう・ちでは，・Iきょう

みんなで年賀状を書きました。　’　　．　二

　（1）あきらくんが1枚書いたとき，ねえさんは，．2・

　　枚書かれました。これについてあきらくんは，つ

　　ぎのように考えました。私たちも一しらべましょ

　、う。

ねえさん　　　　　　　　　　ねえさんは，あき

あきら くらべる数

あきら　　　　　　　あきらくんは，ね
　ロー一一一1÷2＝」」　　えさんの一1倍

。口＿．」LL→くらべらよる数

ねえさん　　　　　　　　　くらべる数

俊　　彦 11

　　1；一」のよさを明らかにすることがたいせつである。」’

　学習指導要領では6学年の指導内容として，分数の乗

除について次のように述べている。

　「実際の場において，分数に整数をかぼる計算をする

　能力をのばす。一！．　　　　　　　　；、二．

　　（1）同じ分数をいくつか加えあわせる計算は乗法の

　　　形にかきあらわすことができることを理解する」

　6学年の教科書では，次のように取扱うている。

　　　　　　　　3　「（1）1かんの4の3倍分を調べましょう・

　　　　3　　　　■「×3を計算しましょう。

　　　　．。’一一1一一一一、．、

　　　．一3・叫一、．一　　　＼＼

■4、、、、、、

（2）あきらくんが2枚書いたとき，’ねえさんは4枚

　書かれました。ねえさんは。あきらくんの何倍で

　しょ’う。あきらくんは，ねえさんの何倍でしょ

　う。

（3）あきらくんが3枚書いたとき，ねえさんは6枚

　書かれました。これについて上のようにしてしら

　べ，分数でいいましょう。

（5）あきらくんは，今までしらべたことから，分数

　について，つぎのように考えました。

　　二つの数について，一方が他の方の，何倍であ

　るかを分数であらわすことができる　　　　　」

　この「割合分数」の取扱い方は，学習指導要領の「算

数科の一般目標」を適切に表現していると考えられる。

　「算数科の一般目標」はおよそ次のとおりである。

　①「一・・数量関凍をとらえ，これを正確に，的確

　　　に，能率的に処理しようと努力したといえろ。…

　　　．’」

　②　「算数は生活の各分野を＝数量的な立場から考察

　　　し，これを正確に，能率的に処理するためのもの

　　　であり，個人生活とともに，杜会全般改善向上を

　　　はかることをねらっている。」

　③「・…・・数量的処理をとおして，いつも生活をより

　　　よいものにしていこうとする態度を身につけるこ

　　・とがたいせつである。・…・・数量的な内容について

　　　　　　　　　　図6

　　　　　　　　3　　　　　　　1
　　図のよ引こ・丁の予倍は∵．丁㍗倍の3倍で

　す。　　　　　L
　　　　　　1　　　それは「「の何倍ですか。

　　　　3，　3×3；9　　□　　　　一八3＝　　　　＿　　＝ロー
　　　　4　　　　　4，　　4　　　4

　　　式について，この計算のしかた牽考えま←よう。」

　この取扱い方は・同数累加とみて・整数の討算に還元

してしまうのである。

　分数を整数でわる計算については，学習指導要領で

は，「実際の場において分数を整数でわる計算をする能

力をのばす。

　（1）具体物や半具体物を使って分数の分子が除数の整

　　数でわりきれる場合についての計算をする。

　（2）具体物や半具体物を使って単位分数を整数でわる

　　計算をする。

　（3）

（4）　　　　　　　1　　　　　．■　」

と述べている。これらの計算は具体物や半具体物を使っ

て整数の計算に還元するのである。たとえば二L÷2は
・を単位とみて，。．。一。で・とする品ある。

5　　　　　　　　’　　　　　5
　小学校では’（整数，小数，分数）　×　（整数）の範

囲にとどまり，（分数）×（分数）は中学校の教材とな

るのである。小学校では，「実際に即して」「具体物や半

具体物を使って」理解するとう指導の原則から，・乗法は

同数累加，除法は等分除と包含除ど！限定したため，乗
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数や除数が分数の場合は取扱わないことにしたのであ

る、この時代における分数の指導は次のようにまとめら

れる。

　（1）分数の萌芽は1学年からとり扱れ，「具体物の分

　　割」から「分割分数」とすすんでいるが，「32㎝の

　　1　　一」といった「操作分数」がはやめに取り入れら
　　8　　れた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　（2）単位分数が強調され，単位分数1のn個分の大
　　　　　　　　　　　　　　　　　刎　　　　n　　きさ一と同時に商分数が取扱れている。
　　　　刎
　（3）乗数や除数が分数の場合は取扱れない。

　申学校の教材となった分数の乗除について，「中学校

・高等学校学習指導要領数学科編㈱」では次のようなこ

とが述べられている。

　「累加としての乗法から，一般の乗法へと高めていく

　にはこのような段階を経ていくのが妥当であろう。

　　（1）乗法は，同じ数を何回か加え合せた計算である

　　　こと。

　　（2）除法は，乗法の逆の計算であって，次の二つの

　　　場合がある。

　　　（a）Aを何回加え合せたらBになるか。その回数

　　　　を求める。

　　　（b）Bは，どんな数をA回加え合せたものか。

　　（3）（2）の（a）の回数として端下が出ることがある。そ

　　　してこの端下は小数や分数で表わすことができ

　　　る。

　　（4）このようにBをAで割った数は加え合せる回数

　　　というよりも，Aを単位にしてBを測った値，す

　　　なわちBのAに対する割合と考えたほうがよい。

　　　以上要約すると次のようになる。

　　（5）Aを基準にしてBを表わした割合が整数のと

　　　き，A×割合＝B

　　　　　　　　　P
　　（6）割合が分数て「のときAをq等分してP倍す

　　　る。

　　（7）Aにその割合をかけることにしておくと，割合

　　　が整数でも，小数・分数でも，同じ考えの場合が

　　　同じ計算で表わせるから便利である。

　　割り算は，（2）の（a），（b）の発展として次のように考え

　る。

　　（8）B，Aが同じ単位を表わすとき，B一・AはAを

　　　単位にしてBの大きさを表わす。いいかえると，

　　　Aを基準にして，BのAに対する割合を求める計

　　　算である。

　　（9）Pが，Bをある量を基準にして表わした割合で

　　　あるとき，B÷Pは，基準の量を，Bと同じ単位

　　　で求める計算である。」

　累加としての乗法から，分数をかけたり，わったりす

ることを導びくのに，「割合」という概念を用いる方法

をとったのである。

　中学校のある教科書㈱では，（整数）×（分数）を次のよ

うに取扱っている。

　　　　　　　　　　　3
　「（例）　2刎の布地の丁は何メートルになるだろう

　　か。

　　　　　　　1　　　　　　　2
　　　　2刎の5は2－5－5（刎）

　　　　　　　3　　2
　　　　2刎の「「は「；■刎の3倍を求めればよいから

　　　　　2　　　　　2×3　　6　　　　1
　　　　　一×3一　　　　　一　　　一1－　　　　　5　　　　　　5　　　　5　　　　5

　　　　　　　　　　　　　3　　　　　3
　　　　上のことから2刎の「；一は2X「「の計算で求

　　　められる。

　　　　　　3　　2×3　　6　　　　1
　　　　2×　　＝　　　　　一　　一1
　　　　　　5　　　5　　　5　　　5　　　　」

　この教科書の取扱いは次のように考えられる。

　まず最初に乗法A×P＝B（A，Bは量，Pは割合）

を同数累加と考える。Pが分数であるので割合と考え
　　　　　　　　　3　　3る。つまり，2刎X5の「デを割合と考える。したが
　　　　　nって，A×　　一Bは，Aを〃等分したものを基準にし
　　　　　刎　　　　　　　　　　　　　　　3
て測るとn倍になるということである。2刎×「；一は，

2刎の布地を5等分したものを基準にして測ると3倍に

なるということである。

　（分数）X（分数）は，（整数）×（分数）の考えを拡張して

解決される。

　同じ教科書で，（整数）÷（分数）を次のように取扱って

いる。

　「水道から金魚ばちに54の水をくみ入れるのに，何

分かかるかを調べて，1分間にくみ入れる水の量を計算

してみよう。

　54の水を2分間でくみ入れると，1分間には，

　　　　　　　　5　　　　1
　　　　5－2＿　　＝2‘　　　　　　　　2　　　　2

　　　1
　　2一夏一4くみ入れることになる。

　　　　　　1　54の水を　　分間でくみ入れると，1分間には3倍
　　　　　　3
　の水5×3＝15，154をくみ入れることになる。これ
　　　　　　　　　　　　　　　1　は上の5÷2と同じように5÷一と書くことができ
　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　1　るo　5’　　一5×3＝15
　　　　　3．
　　54の水をiゴ分間でくみ入れると，1分間には，

　　　　　　2
　　　　5÷T（4）

　の水をくみ入れることになる。この量は54の水を
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14 分数教育め歴史的変遷I

　　はんぶんのことを2ぶんの1ともいいます6、

．⑥・いろが春をはんぶんにきってまたはんぶんにぎり

　ましょ一う1　　　．　・・　’1　一り

皇図9

　　4つに分けた1つ宇千ぶんの1といギます。」，一．

　ここでは，2倍，争倍，4倍の冥対め場芦を考察さ

せ・「2分の1・「3分の・・∴・分の・・と／・っ呼

味を授け下い右のが特負であ季・．

　3学年では，r簡単な場合にづいて等分してそきる大

きさまたは端数部分などを表わすのに，分数および小数

を用いることを知らせる・と指導要領そ1ま示し下／ぺ

　教科書では，次のヰラに示している。一’

　r（1）分数一

　　①1刎のひもをおなじ長さに3つだ切りました；’

　　　1つの長さはどれだけでしょケ。

　　　　1刎をおなじよ5に・㍗分けた1つを・分の

　　　　1メートルといって　　刎とかきます。
　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　之線分歯が与えられている）　’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　1〃zをお乍じキうに3つに分1キ午2？は一’刎

　　　　です。（線分図が与えられているブ

声1④　り1んご1つを1とするとおなじように3つにわ

　　　　　　　　1
　　　けた1つは3です・おなじように3つに分けた

　　　2つはどんな数にあたるでしょう。　≡　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・一一・．　」

　この示し方は，まず軍初に量分数が与え亨れ㌧．そのあ

と「1の等分数」が与えられているg一
　　　　　　　　　　　　　　一2一
　同じ学年で，「……は・・…・の丁」という「操作分数

」を指導するよう，「指導上の留意事項」で指示してい

る。

　4学年では，r分数の相等関係と大小」，．「同分母の加

減」などが取扱れ，数量関係では，「二つの量A，Bに

ついてAの大ききを2とみるときb　Bの大きさが3とみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．
られるという考え方や，また，そのときAはBの一で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　3あり，BはAの一であることなどを知ること」と指導
　　　　　　　2
要領は示している。いわゆる割合分数の指導である。

　5学年では，除法の結果を分数で表わすという商分数

や約分ぺ通分・異分母分数のカ靱減，■テ分数ζ整数，小数と

分数・整数との関係が取扱れている。

・学叩・！竿苧分琴）ζ（分数）が取扱れ和三これ

らの取扱いは，生活単元学習時代の申学校におけるそれ

らとほζんど同じ取操いである◎

　系統学習時代の分数指導の特徴は次のようにまとめら

れる。

　（1）緑表紙教科書のきらづていた「操作分数」から導

　　入し，「1の等分割」に入り，「割合分数」，「商分数

　一」芥と進む。．1．、

　（2）分数の乗除を1「割合」といづだ概念を媒介として

　　指導した。そのため，低学年から「割合」が強調さ

　　れ，「割合」と「操作」の強調ざれた分数体系とな

　　った。

Vm1現代化実施時代

　昭和33年から，’』生活単元学習から系統学習へと切り換

えが始まったとき，世界では数学教育現代化の運動が始

まっていた。

　日数教は，昭和41年，「数学教育の現代化」という

書物を出版し，海外の数学教育の現代化運動を紹介し

た㈱。数教協は，「割合を媒介とする分数の指導体系」

を批判して，数学教育の現代化運動として次の研究と実

践を取上げた㈹。

　（1）連続量を基礎にした分数と比の指導体系

　（2）計算体系として水道方式の提案と実践

　（3）緑型代数や記号論理冬ξの現代化教舛の教材化

　このような日数教，数教協q葦動の影響により，昭和

42年，「小学佼の教育課程の改善について」という教育

課程審議会の答串が出され，43年に「小学校学習指導要

領」が改訂された㈹。算数科の改訂は，「現代の数学教

育の発展を考慮して数学的な考え方が一層育成されるよ

うにすること」という教育課程審議会の答申が基本方針

となり，現代化と教材の精選が改訂の柱となづた。

　指導内脊では，㈹数と計算，（B）一量と測定，（C）、図

形，（功　数量関係の4領事に分けられ改訂前と同じ領域

区分となった。しかし領域の内容については次のような

変化があった。

　①　数と計算，軍と測定，図形の各領域については改

　　訂前の内容とほとんど変らない。　　㌔、

　②数量関係の領域は最も大きく変り，現代化教材と

　　よばれる教材（集合，関数，確率；統計）、が導入さ

　　れ，小領域は従来数量関係の大きな柱であった「割

　　合」が非常にあいまいな概念であるといった批判を
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16 分数教育の歴史的変遷

（2）　「割合」の考えは，系統学習時代のように早期か

　ら導入されなくなり，主として高学年で取扱うよう

　になった。したがって，申学年で取扱れていた「割

　合分数」も後退して高学年にまわった。

（3）全般的にみて，「割合を媒介とする分数体系」は

　後退した。

］X　基礎・基本時代

　現代化が実施された後，現代化に対する次のような批

判が生まれてきた。「従来からの伝統的教材は圧縮され

たかたちでほとんど残っている。その上に実践の裏づけ

なしに現代化教材がとり入れたため，学習内容は過密と

なっている。学習内容を消化するのが精一杯であってと

ても子どもに数学的な考え方を育てていく時間もない。」

　このような批判と関連して，算数・数学の学業不振児

の出現と「算数・数学ぎらい」の生徒の増加がめだち始

めてきた。その結果，計算力あるいは基礎学力の低下や

算数・数学に対する学習意識が大きな課題となってき

た。昭和50年には，日本教職員組合・国民教育研究所や

国立教育研究所によって全国的な規模での学力調査，意

識調査がおこなわれ，基礎学力や学習意識の分析がなさ

れた。これら二つの調査から，分数の計算についての結

果を示すと次のとおりである。

　　　国立教育研究所の調査㈹

　　　　（6年生対象，昭和50年実施）

　　　　　　　　　　　　　　正答率

①

②

④

①

②

③

5　　　3
‘十‘　　　　　　　　　　　　63．4％
6　　　8

　1　　　　2
8＾一2－　　　　　　39．7％　6　　　　3

　5　　　31－i×一　　　　　　　　　　71．7％
　9　　　5

4　　　　1
一÷2－　　　　　　　　73．O％9　　　　3

国民教育研究所の調査㈱

（6年生対象　昭和50年～51年実施）

　　　　　　　　　　　正答率

5　　　3

一十一8　　7

　1　　　11
7＾一2－　3　　　18

　3　　　　5
3一×1－　5　　　　9

　2　　　　1
4　　－1－　3　1　　g

67．O％

48．5％

59．5％

44．O％

　これらの学力調査から，分数の四則計算につまついて

いる生徒が多いことを示している。

　次に，計算に対する学習意識の実態を国民教育研究所

の調査からみてみると次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　5年生　申学1年生
　　　　　　　　　　　　　　　（反応率）　（反応率）

　①　計算がすき　　　　　　　　38．4％　　20．7％

　　　計算がきらい　　　　　　　11．1％　　25．2％

　②　計算に対する自信あり　　27．8％　　14．5％

　　　計算に対する白信なし　　　19．9％　　29．O％

　⑧　計算がはやい　　　　　　　16．9％　　14．7％

　　　計算がおそい　　　　　　　21．O％　　30．2％

　④　①，②の質問項目より，「計算が好きで自信あり

　　」と示した生徒は，5年生で17．9％，中学1年生で

　　8．75％である。逆に「計算がきらいで白信なし」と

　　示した生徒は，5年生で5．1％，申学1年生で15．75

　　％である。

　小学校高学年を境にして，計算に対する興味や自信は

「好き」から「きらい」に，「自信あり」から「白信な

し」に逆転し，計算は「好きで白信あり」という生徒と

「きらいで自信なし」という生徒との比率が逆転すると

いうことがわかる。

　このことから，分数を含んだ計算に対する学習意識や

態度に傷ついた児童・生徒がかなり存在することが明ら

かにされた。

　このような実態をふまえて，昭和52年，現代化の軌道

修正した形での学習指導要領が出現した。改訂の基本方

針として次のことがあげられた。

　①　内容の程度，分量及び取扱いが一層適切になるよ

　　う基本的な事項に精選する。

　②新しく取り入れられた内容については，本来の趣

　　旨が達成されるように個々の内容のねらいや取扱の

　　程度を明確にする。

　⑧　くり返し発展的に取り扱れている内容については

　　不必要な重複や深入りをさける。

　新指導要領での領域は，改訂前と同じであるが，数量

関係における関数，式表示，統計の小領域が廃止され，

現代化とともに導入された現代化教材はほとんど削除さ

れるのである。

　分数の指導の流れを，学習指導要領㈱，教科書㈹より

みてみることにする。

　改訂前の学習指導要領で2学年に位置づけられていた
　　1　　　1
「っ一，て「などの簡単な分数を知ること」が，今回の

学習指導要領では削除され，その取扱いは3学年にまわ

された。3学年では，「端数部分などを表わすのに小数

や分数を用いること」．と指導要領で述べられ，改訂前と
　　　　　　　　　　　　　　　　1　・　1
表現上では大きな変化はないが，「■「，「rなどの簡

単な分数を知る」といったことは上記の内容に含まれる
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ことになった。

　3学年の教科書は，まず最初に，ひもを用いて「同じ

ように分けた1つ分をもとの「3分の1」という意味を

示し，そのあと「1吻のテープを同じ長さに3つに分け
　　　　　　　　　　1たとき1つ分の長さは一…「刎である」という量分数にす

　　　　　　　　1すみ，その次に「一は1を同じように5つに分けた1
　　　　　　　　5
つ分の大きさを表す数です」と「1の等分割」としての

分数にすすんでいる。系統学習時代以来，分数の導入は

2学年，3学年とまたがっていたのに，この時代では，

分数の概念を3学年で一括して取扱っている。これは指

導の効率化をねらったものである。

　4学年，5学年，6学年での指導内容および教科書の

説明は現代化実施時代とほとんど変らない。

　この時代の分数指導の特徴をまとめると次のようにな

る。

　①　分数の導入は，「具体物の分割による何分の一」
　　　　　　　　　1
　　からはじまり，　　〃zのような量分数にすすみ，「
　　　　　　　　　3
　　1の等分割」という分割分数へ移る。この導入の順

　　序は現代化実施時代と同じであるが，この時代で

　　は，これらを一括して3学年で取扱っているのが特

　　徴である。

　②　その他の分数の指導内容の取扱いは，ほとんど，

　　現代化実施時代と同じである。

X　おわりに

　明治初期から現在までの分数教育の変遷を，教則や学

習指導要領ならびに当時の代表的教科書から考察してき

た。その結果，分数の指導体系はそれぞれの時代におけ

る算数教育に対する考え方が特に反映され，それぞれ異

なった指導体系が存在した。そこにいえるのは，分数の

機能すなわち操作分数，量分数，分割分数，割合分数，

商分数などが複雑にからみあった指導体系である。分数

を単に抽象的に教えるのではなく，子どもの取り扱う事

象や子どもの発達段階に応じて，分数概念を逐次伸ばし

ていくということから，分数のいろいろな機能がおこっ

てきているのである。したがって，分数のどの機能を強

調するかによって，それぞれ指導体系に差異が生じるの

である。

　分数の学習につまづき，分数に対する態度などに傷つ

いた児童・生徒が多い今日，まず第一に，子どもにとっ

て分数は「わかる・楽しい」というような「分数の指導

体系」の構築が課題である。
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